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冒頭のことば 
 

湯﨑 英彦 
広島県知事 

 
 広島県では，本県の観光地が国内外から訪れる多くの人々に感動と癒しを与え，県民に
とっても世界に誇れる観光地となるとともに，観光を本県経済の成長を支える産業の一つ
として発展させることが重要であるとの認識のもと，平成 25 年に「ひろしま観光立県推
進基本計画」（以下，「立県計画」）を定め，観光振興施策を推進しているところです。 
 立県計画では，嚴島神社（宮島）と原爆ドームの 2 つの世界遺産や，瀬戸内の多島美，
山容美しい中国山地など本県の持つ強みを活かし，リピーターや外国人観光客等の増加に
よる国内外からの観光交流人口の増加など，立県計画最終年である平成 29 年の目標値を
設定しました。目標達成に向けては，県内の観光素材を活かした魅力ある観光地づくりに
重点を置き，集客力強化の対策と周遊地点の増加に取り組むとともに，ターゲットと観光
素材を絞り込んだ戦略的なプロモーションを実施するなど，4 つの施策の柱によって誘客
を促進していくことを明確にしました（図 1参照）。 
 これらの取組の結果，広島県の総観光客数は，過去最高だった平成 24 年の記録を 25
年，26 年と更新し続け，平成 26 年は，6,181 万人の総観光客数を記録しました。外国人
観光客についても同様で，平成 26 年には初めて 100 万人の大台を超える 104 万人の外国
人観光客の方々に来訪して頂きました。特に訪日外国人観光客については，円安やアジア
諸国の経済成長，国の大規模な海外プロモーションの効果などにより大幅に増加に転じて
おり，平成 32 年（2020 年）の東京オリンピック･パラリンピックまでは継続的に訪日外
国人観光客が増加していくものと見込まれています。 

図 1 ひろしま観光立県推進基本計画の考え方 
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